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長門産品のブランド化について

都市圏より地元では

一市一農場構想への認識は

　ブランド化については、ブランドの定義

を考えているのか。ブランド化し大都市圏

への販売とあるが販売過程の計画ばかりが

先行し、農業の現状や担い手の問題など現

場をよく見て欲しい。議会としての認識は。

俵山中学校の
統廃合をどう考えているのか

　会場での回答を要する質問につきましては、調査・研究を必要とするものもあり現在議会改革特別委員会を中心

に意見、提言の整理等を行っています。

　長門市議会では、議会改革を進める上で、いままでの慣習を見直しながら「市民に開かれ、行動し、信頼される

議会」を目指しています、議会報告会はその改革の一歩として今回開催したものです。報告会のありかたについて

は反省、改善に努め年内に第 2回目の開催をする方向で現在協議を始めています。

成長戦略事業に
　　　質問が集中

みなさまの　  を
市議会へ

市内６会場で議会報告会を開催しました

　大都市圏への供給となれば、ロット、量の

問題が当然でてくる（安定した供給体制の問

題）この計画はここ 5 年間進捗状況をしっか

り議会が注視していく。問題があれば議会と

してＮＯを突きつける事もある。税金を投入

する以上議会としても責任がある。

　ＬＬＣの大都市圏への売り込みは本当に

可能性があるのか。また道の駅的施設で大

丈夫なのか（普通の施設では成功しない）

まずは地元に呼んで来る事が大切（波及効

果が大切）ではないのか。

　商品の付加価値、差別化が図れるものを創

出していく必要があると思う。またご指摘が

あったように売り出す事だけではなく、市内

に呼び込む事も大切だと認識している、今後

調査研究し議会として提言できるようにして

いく。

　会場で実施したアンケートに

よると、議会報告会を次回開催

すれば「必ず来る」「時間があ

れば来る」との回答者が 99％を

占めました。

　また報告会の内容が分かりや

すかったかどうかの質問には、

「分かりずらいところがあった」

「分からなかった」との回答が

約 60％あり、今後報告会の内容、

進め方については協議し改善し

ていきたいと思います。

　長門市議会では、5 月 13 日から 5 月 30 日にかけて市内

6会場で、議会報告会を開催しました。報告会では、はじめ

に平成 26 年度予算審査の中から予算特別委員会での議論の

やりとりなどを報告しました。

　その後、意見交換を行ない、議会に対する質問や意見を

受けました。このページでは、報告会場での一部を紹介さ

せていただきます。

必ず来る
47人

（33.5％）

また議会報告会があれば、
あなたは来られますか

時間があれば来る
92人（65.7％）

来ない
1名

報告会の内容は
わかりやすかったですか

よく分かった
54人（40.2％）

分かりずらいところが
あった　65人（48.5％）

よく分からなかった
15名（11.2％）

　成長戦略の計画では、都市圏に販売をし

ていく計画だが、都会在住の地元出身者や

山口県出身者など、あらゆる知人等にアプ

ローチしてはどうか。また海外への考えは

ないのか。

　ブランドをしっかり確立すべき。ふるさと

納税などや地元出資者へのアプローチについ

ては執行部も行っているが議員も今後取り組

んでいく。海外への挑戦は、ＪＡあぶらんど

萩の台湾へのコメ販売を例に、一般質問で提

案している。

　一市一農場構想には、疑問や課題が多く

あるが議会はどのように対応したのか。

　一市一農場構想には平地や山間地などの扱

いについて多くの課題や疑問点がある。今後

議会としても方向性をしっかり見極めながら

調査研究し執行部に提案していく。

　教育委員会は平成 27 年４月から予定を

しているようだが、まだまだ話し合いが十

分とはいえないと思う。議会としての認識

はどうなのか。

　学校の統廃合については、地元住民の理解

が得られることが大前提と考える。議案とし

て議会にまだ提出されていないが、教育委員

会と保護者を含めた地元で十分な協議を重ね

てもらいたいと考えている。

アンケートから

地元企業の振興に繋がっているのか

　大型の公共建設工事（油谷小学校・深川

小学校等）で確かに地元業者が落札し請け

負っているが、下請けには他市の業者が

入っている。地域企業への波及効果につい

てはどう捉えているか。

　入札の制度改革は、積極的に改革が図られ、

公共事業はできるだけ地元業者へとの基本姿

勢から、大型建設事業は共同企業体を組織し

てもらい入札に参加され地元業者が落札され

ている。指摘のあった落札後の下請け業者が

市内以外の会社が参入していることについて

は今後調査してみたい。

　大河内川ダムは・・
　　　　　　　議会の認識は

　大河内川ダム建設事業について、建設し

ないといけないのか。白紙に戻す選択肢は

ないのか。

　ダム事業は、現在国・県にて検証作業が行

われている。長門市は昨年度から利水量の再

検討を実施し１０００ｔ / 日の量（以前の計

画は７０００ｔ / 日）に見直し事業負担金削

減の結論を出し、議会はこの報告を受けてい

る。

　あくまでもダム建設は県営事業である。議

決は県議会となるが長門市の方向は利水の観

点からダム事業に参画していく方向にある。
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議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 26 年度長門市一般会計補正予算（第 1号） 原案可決

2
長門市ケーブルテレビ放送施設の通信線路と同一の
線路を使用するインターネット接続サービスの管理
及び利用に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

3 長門市税条例等の一部を改正する条例 原案可決

4 長門市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

5 専決処分の承認について
（平成 25 年度長門市一般会計補正予算（専決第 2 号））

承認

6 専決処分の承認について
（長門市税条例の一部を改正する条例）

承認

7 専決処分の承認について
（長門市都市計画税条例の一部を改正する条例）

承認

8 専決処分の承認について
（損害賠償の額を定めることについて）

承認

9 専決処分の承認について
（損害賠償の額を定めることについて）

承認

10 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

11
工事請負契約の一部を変更することについて

（油谷小学校校舎建築工事）
原案可決

12
工事請負契約の締結について

（明倫小学校校舎棟耐震補強工事）
原案可決

議員提出 1 長門市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

意見書 1 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
充を求める意見書

原案可決

報告 1 平成 25 年度長門市一般会計予算に係る繰越明
許費繰越計算書の報告について

－

報告 2 平成 25 年度長門市公共下水道事業特別会計予算
に係る繰越明許費繰越計算書の報告について

－

報告 3 平成 25 年度長門市湯本温泉事業特別会計予算に
係る繰越明許費繰越計算書の報告について

－

報告 4 専決処分の報告について（訴えの提起につい
て）

－

報告 5 公益財団法人長門市文化振興財団の経営状況
について

－

報告 6 専決処分の報告について
（訴訟事件の和解について）

－

補正予算案など

可決・承認・適任
議 案 13 件
報 告  ６件
意見書１件

6 月定例会

議
案
第
１
号

　
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
16
日
に
開
会
し
７
月
４
日
ま
で
の
19
日
間

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、
条
例
の

一
部
改
正
案
な
ど
提
出
議
案
全
て
可
決
・
承
認
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

総
額
７
、６
９
３
万
円
増
額
補
正

電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業

１
、４
９
３
万
円

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る

住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に

お
い
て
、
国
と
地
方
自
治
体
間
で
の

情
報
連
携
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
予
算

決
算
委
員
会
で
は
委
員
か
ら
補
正
額

の
財
源
内
訳
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

執
行
部
か
ら
「
直
接
的
に
番
号
制
度

の
導
入
に
か
か
る
経
費
を
対
象
と
し

た
国
庫
補
助
率
は
、
上
限
額
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
国
の
指
定
す
る

範
囲
に
該
当
し
な
い
部
分
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
庫
補
助
金
は
当
初
予
算

と
合
わ
せ
全
体
の
お
よ
そ
50
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
と
の
予
測
の
も
と
補
正
額

を
計
上
し
た
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

油
谷
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

遊
具
設
置
事
業１

、０
０
０
万
円

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
本
年
度
建
設
予
定
の
油

谷
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
複
合
遊
具
を
設
置
す
る
た
め
の

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
予
算

決
算
委
員
会
で
は
委
員
か
ら
設
置
さ

れ
る
遊
具
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
幅
広
い
年
齢
の
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
遊
具
と
し
、
平
成

27
年
４
月
１
日
供
用
開
始
を
目
指
し

準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
市
民
税
で

は
、
地
方
法
人
税
の
創
設
に
対
応
し

て
、
法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
標
準

税
率
及
び
制
限
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
う
税
率
の
改
正
。
軽

自
動
車
税
で
は
、
税
率
の
改
正
を
含

む
経
過
措
置
等
を
規
定
す
る
も
の
で

す
。

　

総
務
委
員
会
で
は
法
人
市
民
税
の

税
率
の
改
正
に
関
し
、
委
員
か
ら
、

改
正
の
目
的
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
地
域
間
の
税
源

　

天
井
落
下
対
策
の
規
制
強
化

に
伴
い
落
下
防
止
対
策
工
事
の

追
加
施
工
等
に
よ
り
、
当
初
契

地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
等
施
設
整
備
交
付

金
事
業

１
、３
５
４
万
円

　

既
存
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
を
整
備
す
る
事
業
者
に

費
用
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
今

回
の
整
備
に
よ
り
市
内
の
全
て
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

が
整
備
さ
れ
る
と
こ
と
に
な
り
ま

す
。

議
員
提
出
議
案
第
１
号

　
長
門
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
設
置

　

定
例
会
初
日
に
議
員
提
出
議
案
と

し
て
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
門
市
議
会
で
は
、
一

般
会
計
の
予
算
決
算
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
分
割

付
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

の
予
算
決
算
審
査
に
は
全
議
員
が
委

員
と
し
て
直
接
関
わ
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
３
月
定
例
会
で
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
に
よ
る
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
予
算
特
別
委
員
会
は
付
託

議
案
が
発
生
し
た
と
き
に
設
置
さ

れ
、
審
査
の
終
了
と
同
時
に
廃
止
さ

れ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
会
計
の

予
算
決
算
審
査
は
当
該
自
治
体
の
年

間
を
通
じ
た
最
も
重
要
な
案
件
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
審
査
・
調
査
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
予
算
決
算

常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
６
月
定
例
会
か
ら

一
般
会
計
の
予
算
決
算
審
査
に
つ
い

て
は
「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
に

お
い
て
議
員
全
員
（
議
長
を
除
く
）

で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

可
決
後
に
開
か
れ
た
委
員
会
で
、

委
員
長
に
岡
﨑
巧
議
員
が
、
副
委
員

長
に
重
村
法
弘
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
岡
﨑
巧
議
員

議案第３号

長
門
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
偏
在
性
を
是
正
し
、
財
政
力
の
格

差
の
縮
小
を
図
る
た
め
法
人
住
民
税

の
一
部
を
国
税
化
し
、
地
方
交
付
税

の
原
資
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
で
は
、

「
減
税
に
よ
る
減
収
分
が
確
実
に
交

付
税
と
し
て
全
額
交
付
さ
れ
る
と
い

う
保
証
は
な
く
、
貴
重
な
財
源
で
あ

る
法
人
市
民
税
の
一
部
を
国
税
化
す

る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
、
ま
た
軽

自
動
車
税
等
の
増
税
も
認
め
ら
れ
な

い
」と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
油
谷
小
学
校
校
舎
建
築
工
事
）

約
金
額
５
億
９
、
０
６
２
万
円
を

６
億
５
４
４
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
委
員
か

ら
、
工
期
延
伸
に
よ
る
教
育
現
場
へ

の
影
響
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
、「
工
期
の
延
伸
に
つ
い

て
は
、
工
程
会
議
で
学
校
へ
の
影
響

等
を
検
討
し
決
定
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
様
々
な
形
で
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
は
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

ず
は
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
保
護

者
等
へ
説
明
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

に
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

議案第 11号

ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の拡充を求める意見書

　国内最大級の感染症であるＢ型・Ｃ型ウイルス性肝

炎の患者は、全国で 350 万人以上にも上るとされ、肝

炎対策基本法等においても国としての責任が確認され

ており、種々の対策が実施されているところである。 

　その対策の一環である肝炎治療特別促進事業として

実施されている医療費助成制度において、山口県では、

平成 20 年度の事業開始以来、約 3,000 人の患者が認

定を受けているところである。

　しかしながら、現行の制度は、Ｂ型・Ｃ型ウイルス

を減少させ、肝硬変や肝がんへの進行を予防すること

を目的としていることから、医療費助成の対象から外

れている患者が相当数に上る。特に、肝硬変・肝がん

患者は高額の医療費を負担せざるを得ないだけでな

く、就労にも支障が出るなど、生活に困窮を来たして

いる。　

　また、身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定

の基準は極めて厳しく、患者の実態に沿ったものに

なっておらず、生活支援の実効性を発揮していないと

の指摘がなされているところである。

　当市においても、こういった状況下に置かれた患者

に対し、医療費助成を含む生活支援の実現は、一刻の

猶予もない課題である。

　よって、国におかれては、次の事項を実現するよう

強く要望する。

記  

１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制　

　　度を創設すること。

２　身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障　

　　害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応　

　　じた認定制度にすること。

意見書提出先　　内閣総理大臣、厚生労働大臣

　　　　　　　　衆議院議長、参議院議長

３
月
定
例
会
で
は

特
別
委
員
会
だ
っ
た
が

さ
ら
な
る
審
査
の
充
実
を

意見書案第 1号



責
任
を
負
う
の
か
。

　

合
同
会
社
の
設
立
な
ど
の
計
画
に
つ

い
て
、
当
然
執
行
責
任
が
あ
る
市
長
に

あ
る
。　

災
害
時
、
道
路
自
体
が
陥
没
す
れ
ば
、

緊
急
車
両
も
通
行
で
き
な
く
な
り
、
避

難
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
今
後
、
市
の
災
害

時
に
お
け
る
重
要
な
施
設
へ
接
続
す
る
道
路
に

関
し
て
、
早
急
に
総
点
検
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

国
、
県
で
は
、
一
部
の
区
間
で
陥
没

の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
調
査
を
長
門
方
面
で
行
う
と
き
に
、

県
や
国
と
連
携
し
て
実
施
す
る
事
は
出
来
な
い

か
、
検
討
す
る
。

　

生
産
者
、
仲
買
人
、
全
て
の
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
冷
蔵
冷
凍
施
設
の
建

設
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

設
置
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
、
市
と

し
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

執
行
責
任
者
と
の
契
約
は
単
年
度
契

約
な
の
か
。
ま
た
、
適
材
の
人
物
が
い

な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

雇
用
期
間
は
定
め
て
い
な
い
が
、
合

同
会
社
の
就
業
規
則
に
お
い
て
、
一
定

の
能
力
を
条
件
に
雇
っ
た
も
の
で
、そ
の
能
力
、

適
格
性
が
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
解

雇
で
き
る
と
い
う
要
件
を
定
め
て
い
る
。
適
材

の
人
物
が
い
な
い
場
合
は
、
再
度
公
募
す
る
と

い
う
形
も
考
え
て
い
る
。

　

「
一
市
一
農
場
構
想
」
に
つ
い
て
は
、

市
民
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
が
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

本
年
４
月
に
農
林
課
内
に
一
市
一
農

場
推
進
室
を
新
設
し
、
山
口
県
農
地
中

間
管
理
機
構
の
事
業
を
受
託
し
て
、
農
地
の
出

し
手
と
受
け
手
を
結
び
つ
け
る
、「
長
門
市
農

地
集
積
バ
ン
ク
」を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
日
置
支
所
内
に
事
務
室
を
設
け
、
職

員
３
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
の
体
制
で

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
優
良
農
地
の
保
全
や
、
安

定
的
な
農
産
物
の
生
産
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
各
地
域
に
出
向
い
て
の
話
し
合
い
な
ど
農

家
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
市
広
報
な
ど
に
よ
る
周
知
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

　

農
地
の
保
全
等
か
ら
考
え
れ
ば
、
農

地
の
集
積
や
集
団
化
は
必
要
だ
が
、
個

人
で
一
所
懸
命
や
ろ
う
と
す
る
農
家
へ
の
配
慮

も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

農
地
を
集
積
し
て
、
個
人
で
作
っ
て

い
る
農
家
を
排
除
す
る
と
い
う
誤
解

が
一
部
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
農
地
を
す
べ
て
取

り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
個
人
で
も

し
っ
か
り
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ブ
ラ
ン
ド
品
と
は
消
費
者
の
支
持
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

長
門
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　

な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
で
目

指
す
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
本
市
長
門
を
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ
、
そ
の
浸
透
を

図
っ
て
い
く
も
の
だ
が
、
な
が
と
物
産
合
同
会

社
を
司
令
塔
に
し
て
大
都
市
圏
へ
の
ブ
ラ
ン
ド

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

山根勇治 議員

日置地区の水田風景

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の

提案や、市政に対しての意見や要望を述べ、市政をより良い

方向へ導くものです。

　６月定例会では 11人の議員が一般質問を行いました。
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な
が
と
物
産
合
同
会
社
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

長
門
大
津
農
業
協
同
組
合
、
深
川
養

鶏
農
業
協
同
組
合
、
山
口
県
漁
業
協
同

組
合
及
び
長
門
市
の
４
者
が
共
同
出
資
し
た
会

社
を
設
立
し
た
。

　

長
門
の
産
品
を
広
く
大
都
市
圏
で
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
物
産
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
料
理
店

等
へ
の
サ
ン
プ
ル
送
付
を
含
め
た
展
開
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
執
行
責
任
者
が
決
ま
り
次
第
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
形
で
、
大
都
市
圏
へ
積
極
的

に
行
政
も
加
わ
る
形
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

官
主
導
で
合
同
会
社
を
立
ち
上
げ
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
民
業
圧
迫

で
は
な
い
の
か
。

　

水
産
物
の
売
り
上
げ
で
い
う
と
、
仙

崎
に
水
揚
げ
さ
れ
る
漁
獲
高
の
、
金
額

に
し
て
１
％
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

影
響
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

官
主
導
の
会
社
の
設
立
は

民
業
の
圧
迫
に
な
る
の
で
は

　

な
が
と
物
産
合
同
会
社
の
一
番
大
事

な
点
は
、
生
産
者
の
所
得
向
上
に
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

設
立
当
初
の
目
的
は
、
第
１
次
産
業

の
従
事
者
等
の
所
得
を
向
上
さ
せ
て
い

く
事
で
あ
る
。

　

　

な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
中
に
、「
市
民
、
事

業
者
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が
チ
ー
ム
な
が
と

と
し
て
、
主
体
的
に
連
携
し
て
着
実
に
進
め
て

い
く
」
と
あ
る
が
、関
係
団
体
の
一
部
か
ら
は
、

「
な
が
と
物
産
合
同
会
社
を
や
っ
て
も
儲
か
る

わ
け
が
な
い
」
と
の
声
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

関
係
団
体
に
は
私
の
説
明
不
足
等
も

あ
る
と
思
う
の
で
し
っ
か
り
説
明
し
た

い
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
実
績
を
出
し
て
い
く
こ

と
で
、
反
対
の
方
の
声
を
期
待
へ
と
変
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

失
敗
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
失
敗
し
た
と
き
は
、
誰
が
全

会
社
設
立
の
目
的
は

生
産
者
の
所
得
向
上
だ

多くの仲買人でにぎわう仙崎市場

先野正宏 議員

南野信郎 議員
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「
一
市
一
農
場
構
想
」
を

ど
う
進
め
る
の
か

６月から事業を開始した「ながと物産合同会社」

道
路
の
陥
没
は
大
丈
夫
か

ブ
ラ
ン
ド
化
に
ど
う
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
る
の
か



　

三
隅
の
運
動
公
園
（
通
称
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
み
す
み
）
の
樹
木
の
支
柱
が

腐
っ
た
り
し
役
を
成
し
て
い
な
い
。
落
ち
葉
も

ひ
ど
い
が
ス
ポ
ー
ツ
施
設
敷
地
内
で
の
樹
木
の

管
理
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
敷
地
内
で
の
樹
木
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
日
置
総
合
運
動
公

園
の
桜
の
み
専
門
の
業
者
に
よ
る
管
理
等
を
行

い
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
施
設
管
理
者
に
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　

長
門
市
の
景
観
を
保
ち
樹
木
の
管
理

等
を
考
え
た
時
に
、
樹
木
医
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　

市
民
協
働
条
例
に
基
き
、
市
民
の
活

動
に
行
政
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
樹
木
医
の
育
成

は
考
え
て
い
な
い
。

　

仙
崎
漁
協
周
辺
の
街
路
樹
が
枝
を
切

ら
れ
景
観
が
悪
く
な
っ
た
。
ま
た
、
斎

木
病
院
周
辺
の
い
い
こ
と
花
壇
の
木
が
下
部
で

切
ら
れ
る
な
ど
、
観
光
都
市
長
門
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
。
管
理
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

　

仙
崎
漁
協
周
辺
の
街
路
樹
は
平
成
６

年
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
時

に
植
栽
さ
れ
た
。
年
々
大
き
く
な
り
、
落
ち
葉

の
清
掃
や
害
虫
の
被
害
や
案
内
標
識
、
交
通
標

識
が
見
に
く
い
と
い
う
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
、
県

に
お
い
て
昨
年
度
末
に
大
が
か
り
な
剪
定
が
さ

れ
た
。
い
い
こ
と
花
壇
に
つ
い
て
は
、
２
年
ほ

ど
前
に
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
切
り
、
根

株
を
撤
去
す
る
た
め
作
業
上
の
都
合
で
長
め
に

残
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

観
光
の
拠
点
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

の
管
理
状
況
を
伺
う
。

　

樹
木
の
剪
定
や
芝
生
の
管
理
、
除
草

な
ど
は
造
園
業
者
と
の
委
託
管
理
で
年

間
契
約
を
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
芝
生
管
理

や
除
草
作
業
等
、
回
数
を
増
や
し
管
理
面
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
萩
市
と
同
一
分
別

方
法
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。　

現
在
、
萩
市
と
分
別
内
容
が
異
な
っ

て
い
る
も
の
が
紙
製
容
器
包
装
廃
棄
物

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
廃
棄
物
で
、
平

成
27
年
度
に
着
工
を
予
定
し
て
い
る
資
源
化
施

設
の
整
備
完
了
後
、
平
成
29
年
度
か
ら
焼
却
量

を
削
減
す
る
た
め
、
容
器
包
装
廃
棄
物
を
資
源

ご
み
と
し
て
分
別
収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
破
砕
、
選
別
処
理
等
に
よ
り
、

可
能
な
限
り
資
源
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
埋
め

立
て
処
分
量
を
削
減
し
、
最
終
処
分
場
の
延
命

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

俵
山
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。　

５
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
た
俵
山
地
区

発
展
促
進
協
議
会
の
総
会
で
、
統
廃
合

に
つ
い
て
は
保
護
者
の
思
い
を
最
大
限
尊
重

し
、
そ
の
判
断
を
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
委
ね

る
と
い
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
近

い
う
ち
に
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
意
向
が
示

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
子
供
達

や
保
護
者
の
不
安
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
元
協
議
の
中
心
組
織
と
な
る
あ
り
方
検
討
委

員
会
と
協
議
調
整
を
図
り
、
早
期
に
俵
山
地
域

の
皆
様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

　

通
、
俵
山
、
向
津
具
地
区
の
小
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
適
正
配
置
方

針
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

小
学
校
は
地
域
の
中
心
で
あ
り
、
文

化
の
中
心
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
来

る
限
り
残
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

統廃合が検討されている俵山中学校

岡﨑　巧 議員
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や
転
落
防
止
の
防
護
柵
２
６
６
メ
ー
ト
ル
、
案

内
標
識
板
や
警
戒
標
識
板
な
ど
７
枚
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
18
基
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

実
施
し
た
。

　

医
療
法
人
や
福
祉
法
人
な
ど
に
も
地

域
公
共
交
通
計
画
策
定
協
議
会
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

医
療
法
人
や
福
祉
法
人
に
つ
い
て

は
、
公
共
交
通
の
事
業
者
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
協
議
会
の
委
員
と
し
て
参
加
し
て

頂
く
こ
と
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。
利
用
者
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
公
共
交

通
計
画
策
定
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
聞
か
せ

い
た
だ
い
て
お
り
、
新
た
な
公
共
交
通
導
入
の

際
に
は
、
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
高
齢
者
の
交
通
安

全
対
策
の
現
状
と
、
今
後
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

市
役
所
、
事
業
者
に
よ
る
街
頭
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
高
齢
歩
行
者

や
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
思
い
や
る
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
交
通
安
全
の
啓
発
を

行
う
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
高
齢
者
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
や
路
面
標
示
に
よ
る
注
意
喚
起
な

ど
、
交
通
安
全
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

交
通
環
境
の
改
善
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
て
い
る
。

　

道
路
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
や
外
側
線
な
ど
の
区
画
線

３
万
１
、
８
５
７
メ
ー
ト
ル
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

高齢者にやさしい交通安全対策を

村田信二 議員

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
の

充
実
を

剪定された街路樹

岩藤睦子 議員

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
統
廃
合
に
よ
っ

て
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児

童
生
徒
の
通
学
の
条
件
の
緩
和
と
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
と
い
う
目
的
で
運
行
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
乗
車
対
象
者
を
廃
校
と
な
っ

た
旧
校
区
の
生
徒
に
限
っ
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
未
使
用
時
の
有
効

利
用
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

学
校
行
事
に
対
し
て
優
先
的
に
活
用

し
て
い
る
が
、
各
団
体
へ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
市
保
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
補
完
的

な
も
の
と
し
て
、
学
校
と
同
じ
よ
う
に
運
行
に

支
障
が
な
い
範
囲
で
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
利
用
回
数
制
限
、
委
託
方
法
な
ど
関
係
者

や
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
調
整
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
、
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
運
行

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　

平
成
19
年
２
月
に
定
め
た
長
門
市
小

中
学
校
適
正
配
置
方
針
に
沿
っ
て
適
正

な
教
育
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
廃
校
と
な

る
児
童
生
徒
の
通
学
に
支
障
が
及
ば
な
い
よ

う
、そ
の
都
度
保
護
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

委
託
業
者
、
保
護
者
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
協
議
会
で
ど
の
よ
う
に
改

善
し
て
い
く
の
か
。

　

今
後
も
協
議
会
を
充
実
さ
せ
、
保
護

者
、
運
行
事
業
者
、
学
校
、
市
教
育
委

員
会
が
協
議
・
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
の
改
善
を
図
り
、
安
全
・
安
心

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

廃
校
と
な
っ
た
旧
学
校
区
よ
り
も
遠

距
離
の
場
所
か
ら
徒
歩
で
通
学
す
る
児

童
・
生
徒
も
い
る
が
、
安
全
・
安
心
の
た
め
ス

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

有
効
活
用
す
べ
き
だ

安心安全なスクールバスの運行を

重廣正美 議員

樹
木
の
管
理
は
専
門
性
が
必
要

ご
み
の
分
別
は

ど
う
変
わ
る
の
か

学
校
の
統
廃
合
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
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総
務
省
は
、
合
併
市
町
村
に
関
わ
る

普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
を
今
年
度
か

ら
見
直
す
こ
と
を
決
め
て
い
る
が
、
当
初
想
定

さ
れ
て
い
た
合
併
算
定
に
ど
う
い
っ
た
影
響
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

現
在
国
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、

明
確
な
数
値
は
把
握
で
き
な
い
が
、
一

本
算
定
に
よ
る
減
額
の
影
響
が
緩
和
さ
れ
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る

　

地
域
活
性
化
基
金
の
一
部
を
財
源
に

し
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。　

子
育
て
支
援
の
中
で
も
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
国
、
県
等
の
動
向
も

見
な
が
ら
長
門
市
ら
し
い
も
の
を
示
し
て
い
き

た
い
。
基
金
を
子
育
て
支
援
に
使
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

　

県
と
共
同
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
し
て
は
ど

う
か
。　

地
域
活
性
化
基
金
を
活
用
し
た
子

育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
育
て
・

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
は
も
ち
ろ
ん
、

国
に
も
対
策
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

地
域
経
済
政
策
で
あ
る
「
な
が
と
成

長
戦
略
行
動
計
画
」
は
、
基
幹
産
業
の

底
上
げ
を
図
り
、
雇
用
も
含
め
て
税
収
を
確
保

す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
が
、
全
庁
あ
げ
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
役
所
内
部
で
も
し
っ
か
り
意
思
疎

通
を
図
り
、
市
役
所
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
経
済
政
策
は

全
庁
で
取
り
組
む
べ
き

地
域
活
性
化
基
金
を
活
用
し

乳
幼
児
医
療
費
の
拡
充
を

林　哲也 議員

11

消防団は災害時に必要不可欠だ

　

東
日
本
大
震
災
や
局
地
的
な
豪
雨
な

ど
各
地
で
起
こ
る
災
害
に
対
し
、
地
域

防
災
体
制
の
見
直
し
を
す
べ
く
、
平
成
25
年
12

月
に
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
の
充
実

強
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
、
防
災

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

消
防
団
は
地
域
に
と
っ
て
代
替
性
の

な
い
存
在
で
あ
り
、
火
災
、
水
害
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
等
の
み
な
ら
ず
、
花
火
大
会

の
警
備
等
、
地
域
貢
献
を
も
担
う
本
市
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
組
織
で
あ
る
。
そ
の
点
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
、
人
員
の
確
保
の
ほ
か
、
装
備
や

教
育
訓
練
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

長
門
市
消
防
団
の
約
８
割
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
い
う
現
状
で
、
昼
間
、
消

防
団
の
不
在
に
よ
り
防
災
力
が
低
下
す
る
部
隊

が
一
部
存
在
し
て
い
る
が
、
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

　

若
者
が
い
な
い
高
齢
者
地
域
で
は
、

消
防
団
の
増
員
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
、
こ
う
し
た
地
区
で
は
近
隣
消
防
団
へ
の
迅

速
な
る
応
援
出
動
の
周
知
徹
底
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
消
防
団
の
不
足
に
よ
る
防
災
力
低

下
地
域
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
消

防
団
組
織
の
広
域
的
な
体
制
も
視
野
に
入
れ
、

包
括
的
な
防
災
力
の
確
保
の
検
討
を
し
た
い
。

　

市
立
図
書
館
は
利
用
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

移
動
図
書
館
巡
回
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

や
、蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
上
映
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
幅
広
い
利
用
に
供
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
、
利
用
者
の
減

少
に
歯
ど
め
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

消
防
団
の
充
実
強
化
を

ど
う
進
め
る
の
か

大草博輝 議員

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

地
域
支
援
事
業
の
今
後
充
実
を
図
る

上
に
お
い
て
、
予
防
の
観
点
を
重
視
し

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

各
地
域
の
集
会
、
サ
ロ
ン
等
を
活
用

し
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
介
護
予
防
事

業
や
健
康
教
室
の
実
施
な
ど
、
予
防
に
向
け
た

取
り
組
み
は
積
極
的
に
実
施
し
て
行
き
た
い
。

　

介
護
を
必
要
と
し
た
高
齢
者
が
い

る
世
帯
で
、
在
宅
介
護
さ
れ
て
い
る
世

帯
へ
の
支
援
も
今
後
必
要
で
は
な
い
か
。

　

　

極
力
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ず
、

家
族
で
し
っ
か
り
介
護
を
さ
れ
て
い

る
世
帯
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
み
た
い
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
27
年
４
月

よ
り
「
訪
問
介
護
」「
通
所
介
護
」
を

介
護
予
防
給
付
事
業
か
ら
切
り
離
し
地
域
支
援

事
業
に
移
行
さ
れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

          

　

制
度
の
改
正
は
平
成
29
年
度
末
ま
で

に
、
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
見
直
し
を
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
制
度
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
現
在

の
社
会
資
源
の
活
用
は
勿
論
、
新
規
の
事
業
者

等
の
発
掘
活
用
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
と
考
え

て
い
る
。
国
が
発
表
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
注

視
し
な
が
ら
今
後
対
応
し
て
行
き
た
い
。

　

制
度
改
革
に
伴
い
、
今
後
民
間
事
業

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
生

活
支
援
を
委
ね
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
と
聞
く

が
問
題
は
な
い
の
か
。

　

地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
か
、
専
門
職
で
な
い

方
が
支
援
に
入
る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
低
下
な
ど
が
起
き
な
い
よ
う
に
制
度
改
正
を

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い

地
域
支
援
事
業
の
充
実
を

重村法弘 議員

相談窓口となる地域包括支援センター

大切にしたい子どもたちの未来たくさんの愛が成就しますように

　

少
子
化
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
晩
婚
化
、未
婚
化
の
対
策
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
な
が
と
成
長

戦
略
推
進
事
業
は
、
雇
用
の
場
の
創
出

と
所
得
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
晩
婚

化
や
未
婚
化
を
食
い
と
め
る
た
め
の
有
効
な
方

策
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
縁
結
び
対
策
事
業
と
し
て
、
独
身
の

男
女
が
出
会
い
交
流
す
る
場
の
提
供
と
し
て
、

民
間
の
団
体
が
行
う
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
対
し
助
成
を
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
魅
力

を
引
き
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
魅
力
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

　

縁
結
び
大
使
の
目
的
は
何
か
。
ま
た

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
の
か
。

　

昔
な
が
ら
の
地
域
の
世
話
役
さ
ん
の

力
を
借
り
て
成
婚
数
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

地
域
や
職
場
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
独
身

の
男
女
の
引
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
お
付
き
合
い
に
当
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
結
婚
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談
、
ま
た
市
や
市

内
の
民
間
団
体
が
主
催
す
る
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
提
供
な
ど
の
活
動
を
想
定
し
て
い
る
。

　

自
治
体
間
で
連
携
し
て
縁
結
び
事
業

を
展
開
し
た
り
、
市
役
所
内
に
婚
活
支

援
の
専
門
部
署
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　

自
治
体
間
で
連
携
し
、
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
成
果
が
上
が
る
取
り
組

み
が
あ
る
の
か
、
他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
研
究
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
専
門
部
署
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
は
定
員
適
正
化
計
画
や
組
織
機
構
改
編
計

画
に
よ
り
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
業
務
量
等
か
ら
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

晩
婚
化
、
未
婚
化
の
対
策
を

吉津弘之 議員

図
書
館
の
利
用
者
減
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
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ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会だより特別委員会

　表紙の写真は 6 月 28 日（土）、深

川湾（深川川河口付近）で行われた、

長門ヨットフェスタ 2014 の関連イベ

ントであるマリン塾「地引網体験ス

クール」の様子です。

　これは、長門市の美しい海を広く

知ってもらおうと長門ヨットフェスタ

実行委員会が主催して毎年開催してい

るもので、今年は約 75 人の親子が参

加しました。

　地引網の体験では、2 つのグループ

に分かれて一列に並び、声をかけ合い

ながら子どもも大人も力いっぱい網を

引きました。獲れた魚は実行委員の手

によってさばかれ、刺身やみそ汁、唐

揚げなどに調理され参加者は新鮮な食

材を使った料理を堪能しました。楽し

んだ後は、海岸清掃を行い有意義な一

日を過ごしました。

表紙の説明

傍聴にお越しください

　市議会の本会議は、誰でも傍聴する

ことができます。市政への理解を深め

るためにも市議会の傍聴にぜひお越し

ください。

　

８
月
夏
真
っ
盛
り
。
残
念
な
が
ら

私
は
汗
と
虫
刺
さ
れ
に
悩
ま
せ
ら

れ
る
夏
が
苦
手
な
の
で
す
が
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
こ
の
夏
に
集
中
し
ま

す
。
▼
長
門
市
で
も
観
光
資
源
を
活

か
し
て
交
流
人
口
を
増
や
し
、
こ

の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
毎

年
「
な
が
と
夏
フ
ェ
ス
タ
」
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
７

月
～
８
月
の
期
間
中
は
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
実
施
さ
れ
、
各
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
2
ヵ

所
押
印
し
抽
選
で
長
門
市
の
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
も
あ
る
よ

う
で
す
。
▼
私
た
ち
議
員
も
市
民
の

一
人
と
し
て
参
加
し
、
ま
た
観
光
に

来
ら
れ
る
人
た
ち
を
「
お
も
て
な
し

の
こ
こ
ろ
」
で
お
迎
え
し
、
長
門
市

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

仙崎トロあじ旬宣言

７月７日に旬宣言が発令されたトロアジ。今晩の食卓にいかが？

　

こ
の
時
季
、
各
地
区
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

長
門
市
議
会
の
議
員
互
助
会
は
、

８
月
２
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
み

す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
に
『
か
き
氷
』

を
出
店
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
店
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
に
出
店

今
年
も
か
き
氷
屋
さ
ん
に
挑
戦
！

●
と　

き　

８
月
２
日
（
土
）　

18
時
00
分
～
20
時
30
分

●
と
こ
ろ　

仙
崎
み
す
ゞ
通
り

仙
崎
み
す
ゞ
通
り
周
辺
が
、
懐

か
し
い
竹
笹
飾
り
と
ほ
お
ず
き

提
灯
で
彩
ら
れ
ま
す
。


